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吊具・玉掛用途に最適化された、合成繊維チェーンMurlink®。
スチール製チェーンの約 1/5 の質量で、同等以上の使用荷重（WLL）。
取り回しやすさが、玉掛け作業の負荷とリスクを根本から減らします。

LIGHTER

圧倒的に軽い！

80%

同強度比
軽量化

STRONGER

圧倒的に強い！

8x

スチールの
8倍の強度（同質量比）

SAFER

結果として安全！

95%

負傷・労災
発生率削減
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次世代高強度繊維チェーン

Murlink® ムーリンク

PRESENTS

Made for Dyneema®

軽さが、現場を変える。

安全が、未来を創る。

Made in Spain
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楊重作業が抱える、3つの“重さ”の問題

毎日の吊り上げ・玉掛け作業で、鋼製吊具の「物理的な重さ」が、

そのまま作業負担・安全リスク・現場効率の重さに変わっています。

01
取り回しに
時間と人手がかかる

重い鋼製チェーンは、運搬・
準備・取り付けまで複数人作業
に。 1作業あたりの段取り時間

が長くなり、現場稼働率を圧迫
します。

02
作業負担と
労災リスクが高い

腰部・上肢への負担、落下・挟
まれによる労災。高齢化・人手
不足の現場では、“重さ”がそのま
ま離職要因に。

03
荷物・吊点の
“キズ”リスク

鋼製チェーンは荷物表面への
打痕・スリ傷を残しやすい。
仕上げ品・精密機器・建材の吊
り上げで養生コストが嵩みます
。

T H E  T U R N I N G  P O I N T

“重いから仕方ない”を、もう一度考え直す時期に来ています。
同じWLLを、軽い素材で実現する——それがMurlinkの提案です。

MURLINK 102004 はわずか 0.325 kg/m、
WLL 1.6 t と同じ強度帯の鋼チェーンに比べ約 1/5 の質量。
※出典：MURLINK 安全荷重表（直吊りWLL 1.6t 帯／メーカー資料）

本資料では、吊具・玉掛け用途におけるMurlinkの実力と、
WLL（使用荷重）の正しい見方、安全に使うためのルールを、現場担当者の目線でまとめています。
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吊具・玉掛けでMurlinkが選ばれる、4つの理由

REASON 01

圧倒的な“軽さ”

鋼製チェーン比で約80%の軽量化。
水に浮くほどの軽さ（比重 0.97）。
１名でも持ち運び・取り回し可能になり
玉掛け前の準備時間を大幅に短縮します。

REASON 02

鋼と同等以上の強さ

同質量比で鋼に対し最大8倍の強度。
低破断伸度（<2.5%）で、吊り上げ時の伸
びによる位置ズレが少なく、精密な位置

決めが必要な玉掛けにも対応。

REASON 03

作業者・荷物にやさしい

負傷・労災発生率 95%削減の導入実績。
柔軟性があり、荷物への打痕・キズが残
りにくい。
仕上げ品・建材・精密機器の吊りにも安
心。

REASON 04

作業時間を半分に
段取り・取り付け・撤去まで含めて作業
時間50%削減の事例。
可動リンク構造で短縮も柔軟、既存の金

属吊具、例えばシャックルやカップリング
とも連結可能。
100%修理可能でLCC（生涯コスト）も有利
。
※現在、修理はスペインでのみ対応します。

ムーリンクシャックル
D yneem a® 繊維・メビウスツイスト構造

近日在庫予定
マスターリンク

保護スリーブ

鋭利エッジ・紫外線からチェーンを保
護

スペイン製造＆国内委託製造

“軽くて・強くて・扱いやすい” は、玉掛作業の生産性と安全性を、同時に押し上げる最適解です。
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D yneem a® 繊維・メビウスツイスト構造
特殊コーティング RFID対応 近日在庫予定
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なぜ軽くて強いのか— Dyneema®繊維 ×メビウスツイス
ト構造

Murlinkの構造原理は、超高分子量ポリエチレン繊維（Dyneema®）を独自のメビウスツイスト構造
（特許技術）で組み上げた合成繊維チェーン。
軽量化と高強度を、現場で必要なレベルで両立しています。

構造のポイント
P A T E N T E D  M E B I U S  T W I S T

●
独自のひねり構造で荷重が１枚に集中せず均
等分配

● 従来製法に比べ大幅に寿命が長い

● 応力集中がないため、過酷環境でも性能維持

● ヨーロッパ第三者機関による厳格な試験を実施

● 欧州機械指令 2006/42/ECに完全適合

Dyneema®（超高分子量ポリエチレン繊維）の特性

P R O P E R T Y  0 1

高比強度

単位重量あたりの強度は、
同質量の鋼を大きく上回る。

P R O P E R T Y  0 2

低破断伸度

伸び率 <2.5%。

正確な位置決め・安全な
吊り上げが可能。

P R O P E R T Y  0 3

完全耐腐食

海水・湿気の多い環境でも
錆びない・腐食しない。

P R O P E R T Y  0 4

耐薬品性

炭化水素・酸に耐性。
非電導（電気を流さない）。

使用温度条件（必ず確認）

Murlinkチェーン本体の使用温度範囲：−40 ℃〜 +70 ℃

※範囲外での使用は強度低下や破断の原因となります。高温の鍛造材・溶解物の吊り上げには使用しないでください。
※ラッシング専用部材「MLKスピードラッシャー」は本体と異なり -40〜+200 ℃。混同にご注意ください。

C E R T I F I C A T I O N  ／ 国際認証と安全性

✓ Machinery Directive 2006/42/EC（欧州機械指令）適合
✓ DNV.GL Test（第三者機関試験）／✓ APPLUS（材料試験機関）認証取得

玉掛け現場での具体的なメリット：作業負担の軽減／段取り時間の短縮／高所への手持ち持ち上げが安全／荷物への打痕を防ぐ。
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直吊り
M=1.0

チョーク掛け
M=0.8

バスケット平行
M=2.0

バスケット
0°<β<45°

M=1.4

2本吊り
0°<β<45°

M=1.4

3・4本吊り
0°<β<45°

M=2.1
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安全荷重表（WLL）の見方と、代表サイズ
WLL（Working Load Limit／使用荷重）は安全率6、LC（許容ラッシング荷重）は安全率4／MBL ÷ 4（日本設定）。
吊り方（吊り角度・本数）によって係数Mが変わり、同じチェーンでも使える荷重が変わります。

吊り方による係数M（WLLにこの係数を掛ける）

安全荷重表
数値単位：t（トン）／WLL は直吊り（M=1.0）基準。

読み方の例

MURLINK 202008（WLL 3.3 t）を 2本吊り・吊角 45°未満で使う場合：
3.3 t × 1.4（M）= 4.6 tまでの荷を安全に吊ることが可能（安全率6を確保）。
吊角が 45°〜60°になると係数はM=1.0 に下がり、吊れる荷重はWLL と同じ 3.3 t に戻ります。
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カット時の長さについて

ご指定⻑さでのカットについて、リンク数ではなく⻑さ指定でご発注された場合は約寸となります。
繊維チェーンの特性によるものですので予めご了承ください。



従来の鋼製金具と組合わせた例
マスターリンク、シャックル、
カップリング、フックとの連結。
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ラインアップと、玉掛け・吊具用途の実例
WLL 1.6 t の小型から、150 t の超大型まで、17機種の連続ラインアップ。

S M A L L  R A N G E

MURLINK 10 〜 32

WLL 1.6 〜 5.3 t

102004 / 152006 / 202008 / 323008

工場内軽量物の玉掛け、機械部品・配管・空
調機器の据付。

M E D I U M  R A N G E

MURLINK 42 〜 100

WLL 7.0 〜 16.6 t

423010 / 503013 / 724013 / 1005013

建設現場の鉄骨吊り、プラント機材搬入、プ
レス金型・モーター吊り。

H E A V Y  R A N G E

MURLINK 128 〜 900

WLL 21.3 〜 150 t

1607513 / 2407520 / 45011026 / 90016039

大型構造物・橋桁・船舶部品など超重量物の
吊り上げ。

仕様事例—吊具・玉掛け中心

出典：MURLINK 国内外導入事例（メーカー資料より）

選定の3ステップ

STEP 1
吊り荷の最大荷重を確認

吊り荷の自重に動的余裕（≧10%）を加えた値
を、必要WLLとする。

STEP 2
吊り方と本数を決定

直吊り／チョーク／バスケット／多本吊りと吊
角を決め、係数Mを把握。

STEP 3

必要WLL ≦表の値となる品番を選定

該当機種＋指定アクセサリーで発注。リンク内
長・ピン径も要確認。

接続アクセサリーは必ず確認を

●コネクターはピン径適合品を使用してください。
●接続位置はリンクの“丸端部”（ラウンド側）に取付。直線部・側面への接続は不可。
●結び目による短縮は厳禁。短縮アタッチメントを使用。
●鋭利エッジ部の吊り上げには、必ず保護スリーブ・エッジ保護を併用。
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お⼿持ちの鋼製シャックルを使い任意の⻑さへ
調整可能。必要な⻑さごとに買い揃える必要が
ありません。もちろん短いもの同士の連結もで
きます。
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よくあるご質問—吊り用途編
現場担当者・玉掛作業者からの質問にお答えします。

Q . 0 1

合成繊維なのに、本当に鋼製チェーンと同じように使えますか？

A.使えます。UHMWPE繊維は同径の鋼に対し最大8倍の強度を持ち、可動リンク構造により 10万回
を超える疲労試験をクリアしています。WLL（安全率6）は安全荷重表の通り。鋼製チェーンと同じ
計算式で運用できます。

Q . 0 2

長さを現場で調整したい。切ったり結んだりして短縮できますか？

A.切断・結び目による短縮は厳禁です。可動リンク構造のため、強度を合せた市販金具、例えば
シャックルを掛けるだけで長さ調整できます。短縮しても強度が保たれるよう設計されています。

Q . 0 3

鋭利なエッジを持つ荷物の吊り上げにも使えますか？

A.使えますが、必ずエッジ保護（コーナーパッド・養生材）を併用してください。合成繊維は鋭

利な刃物状エッジでカット損傷を受けるため、鋼板小口・型枠エッジなどは保護材を入れた上で
吊ってください。

Q . 0 4

屋外・雨天・水回りの現場で使えますか？

A.使えます。Murlinkは水を吸わず、比重 0.97 で水に浮く性質があり、湿環境でも強度に影響しま
せん。多くの化学物質にも耐性があり、屋外・港湾・水処理プラント現場でも活躍します。

Q . 0 5

傷んだ場合、廃棄するしかないですか？

A.いいえ。Murlinkは100%修理可能です。リンク単位で交換可能なので、部分的なダメージなら現
場で投入を継続できます。修理費は新品購入に比べて大幅に低く、LCC（ライフサイクルコスト）
面で大きなメリットがあります。但し現在はスペイン工場でのみ修理対応可能ですので、修理代金
他往復送料が掛かります。

Q . 0 6

人や危険物の吊り上げに使えますか？

A.不可です。人の吊り上げ、爆発物・放射性物質などの危険物の吊り上げには使用できません。一般産
業用の物体の玉掛け・吊り上げ用途に限定されます。

CERTIFICATION

Murlink は欧州機械指令（Machinery Directive）適合。
10万回超の疲労試験データ、トレーサビリティ管理（個体識別タグ）に対応します。
日本国内での吊具・玉掛け用途における運用基準・教育については、別途お問い合わせください。
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安全に使うための重要ルール

ぜったいに、しないでください

✕ 人の吊り上げに使用しない

✕ 危険物（爆発物・放射性物質等）の吊り上げに使用しない

✕ 結び目による短縮を行わない

✕ 切断・加工を行わない

✕

✕

使用温度範囲外（−40 ℃〜+70 ℃外）で使用しない✕

外観異常（毛羽立ち・カット・変色等）がある状態で使用
しない

吊り荷の下に作業者を立たせない

✓ かならず、守ってください

✓ 使用前に外観検査を実施する

✓ 鋭利エッジ部には必ず保護スリーブ／エッジ保護を入れる

✓ 接続はリンクの丸端部に取り付ける

✓ 動的荷重・偏荷重・風雨等の外力を考慮した運用

✓ 吊角・本数に応じた係数MでWLL を計算

✓ 異常を発見したら使用を中止し、修理または交換

安全率の表記（日本設定）

● WLL（リフティング・吊り用途）＝MBL ÷ 6（安全率6:1）—クレーン等安全規則に適合/ヨーロッパ基準では4:1

● LC（ラッシング・固縛用途）＝MBL ÷ 4（安全率4:1）—日本設定／ JISに準拠／国際標準では 2:1 

お問い合わせ ／ C O N T A C T  U S

デモ・荷重診断・現場立会い、承ります。

日本代理店

したやきんぞく

株式会社下谷金属

お電話 03-3844-5101

全国ネットワーク：東京本社／大阪営業所／札幌営業所／仙台営業所
WEB：www.shitaya.co.jp 

WEBサイトへアクセス
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